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本稿は，発掘調査で国庁位置が判明している 12 の国府を対象に，国府に関わるデータを整理した上で，

分類した地形タイプごとに立地地形の特徴を考察した．その結果，①台地タイプでは平地部から視認でき

昇り降りに支障の少ない高さで，国庁正面側に高低差があり，かつ地形により 450 〜 500m 程度の大きさ

の領域を設定できる台地，また②平地タイプでは山に囲まれた比較的小規模の平野か国庁正面に向かい上

り勾配になる地形，加えて③両者ともに駅路を中心に周辺への見通しに優れた場所が選ばれる傾向にある

ことを指摘した．このことから国府の立地選定における地形の意味として，防御・警戒・視線による支配

が重要な観点であることを示唆した． 
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1.　はじめに

(1) 研究の背景と目的

国府は，奈良時代から平安時代にかけて，全国の旧国

ごとに造られた都市であり，日本における初期段階の都

市のひとつの形である．これは，それまでの地方豪族に

よる支配体制をあらため，律令制に基づく中央集権的な

国家体制を築くためのものであり，その制度は遅くとも

701年の大宝律令により完成したとされる．この律令国

を治めるのは中央から派遣された国司であるが，彼らが，

その地方の有力豪族との関係も含め，どのように地形を

利用して国府造営を考えたのか興味深い．

これまで国府に関する研究は，歴史地理学を中心に進

められてきた．そこでの大きな関心は国府の所在地を明

らかにすることに向けられており，風土記などの文献資

料や字名などの地名，国分寺や総社といった国府に関連

する施設，条里地割や駅路などの資料を用いて国府位置

を推定するものとなっている．それらの知見をもとに発

掘調査も進められ，国府関連施設が明らかになったもの

も出てきているが，全体からみれば未だ推定の域を出な

い国府が多いのが現状である．

こうしたなかで全国的な国府の立地特性に関する研究

として，歴史地理学者である藤岡は，国府の推定作業を

進めるなかで，国府が交通の利便性の高い場所に立地し

ていることを指摘している1)．また，佐藤，十代田ら2)は，

国府の立地特性とその背後にある地域経営思想を明らか

にしようとする研究において，全国の国府を対象に地理

的，地形的な観点からその立地地形を定量的に類型化し，

その立地特性を明らかにすることを試みている．これら

の研究は，国府立地に関する重要な着眼点を提示してお

り，参考に資する点が多い．ただ，発掘により確定され

ている国府と推定に留まる国府が同列に扱われているこ

とに疑問が残る．また本論が目指す国府造営における地

形の活用方法にアプローチするには，できるだけ小縮尺

の地形図を用い，地形により生み出される空間の特徴を

捉える分析が必要だと考える．

そこで本研究では，発掘調査により国庁の位置が確定

している国府を対象に，①対象国府の基礎データと立地

地形の分類をおこなったうえで，②地形的観点から国府

の立地の特徴を明らかにし，国府における地形の意味に

ついて考察することを目的とする．

(2) 研究の対象と方法

国府の所在地が記載されているものとして，「和名類

聚抄」がある．これは平安中期に作られた日本最古の辞

書であり，また「色葉字類抄」にも国府の所在が記載さ

れている．これらによると全国に68ヶ所の国府が存在し

たとされている．しかし，その具体的な位置については



未だに推測の域を出ないものも多い．そこで本研究では，

発掘調査によって国庁の位置が判明している12の国府を

対象とした（表-1）．

　研究の方法は，まず2章で各国府の発掘調査報告書や，

国府に関連する社寺がまとめられている「中世諸国一宮

制の基礎的研究3)」などを用いて国府及びその関連施設

に関する基礎データを整理した．なお本研究で用いた発

掘調査報告書は表-2のとおりである．その後，地形図に

国庁位置をプロットし，その立地地形を大きく二つに分

類した．3章では，2章で分類した立地地形のうち台地タ

イプの国府を対象とし，台地の高さやその平面形状，国

庁からの位置や国庁からの眺望に注目し，その特徴を把

握した．4章では，もうひとつのタイプである平地タイプ

の国府を対象とし，地形による囲みや地形勾配，国庁か

らの眺望に注目し，その特徴を把握した．5章では3，4

章の結果を踏まえ，地形的観点からみた国府の立地につ

いて考察した．

２．対象国府の概要

(1) 国庁の大きさと向き

国庁は，国司が政務をおこなう施設であり，政庁とも

呼ばれる．その空間構成には，以下の示す共通の特徴が

あると指摘されている4)．①方形に近い敷地の北寄り正

面に正殿が配置され，場合によってはその前後に前殿あ

るいは後殿が置かれる．②正殿の東西には南北にのびる

脇殿が対称形に配され，コの字に配置された建物の間は

広場となる．③周囲は堀や溝によって区画され，門は南

に配置される．

今回対象とした国府でも，すべての建物が発掘されて

いるわけではないが，おおむね建物配置が確定されてお

り，上述した空間構成になっている．そこで国庁の大き

さとその向きについて発掘調査報告書をもとにまとめた

（表-3）．なお発掘調査報告書に向きが記載されていない

ものは同書に掲載されている実測図より算出した．

表-3をみると，国庁の大きさはおおむね100m×80m程

度であるものが多いことがわかる．当時は政治力・経済

力・土地面積・人口などの国力により地方諸国を4等級

に分類していたとされるが，国庁の大きさに関していえ

ば，国の等級にあまり相関関係がみられなかった．

また，国庁の向きをみると，基本的に正殿が南面する

ように配置されているが，常陸国府と日向国府を除く10

国府では傾きがみられた．とくに因幡国府や肥前国府で

は7°程度と大きいことから，この傾きはなんらかの意味

を持つ可能性がある．

(2) 国府と関連施設との位置関係

国府に関係の深い施設として，一宮や総社，国分寺と

いった社寺また駅路や河川といった交通施設に注目した．

前者を選んだ理由として，国司の任務には，行政・司

法・軍事に加え，国内の神社の管理や祭祀も含まれてい

たことが挙げられる．とくに一宮は国内で最も地位が高

く，国司が任国内の諸社に巡礼する際の最初の神社であ

り，総社は国司が巡礼する負担を軽減するために，国内

の神社の祭神を集めて国府の近くに設けたのが起源だと

されている5)．また国分寺は714年の聖武天皇の詔により

国家鎮護を目的として造営された国分僧寺と国分尼寺と

からなる官寺であるが，国司がその造営工事の責任者だっ

たとされている．そこで国府との位置関係を把握するた

めに，国庁からの距離を計測した．

表-3に示すように一宮との距離は，常陸国府や下野国

府のように40㎞を超えるものもあれば，近江国府や因幡

国府のように1㎞以内に存在しているものもあり，一定

の傾向がとくに見られなかった．その一方で総社は，下

国府名 所在地 造営時期 廃止時期

1
東

海

道

伊勢国府 三重県鈴鹿市広瀬町 8世紀後半 11 世紀

2 三河国府 愛知県豊川市白鳥町 8世紀中頃 10 世紀中頃

3 常陸国府 茨城県石岡市石岡 8世紀 11 世紀

4

東

山

道

近江国府 滋賀県大津市大江 8世紀 10 世紀末

5 美濃国府 岐阜県不破郡垂井町府中 8世紀前半 10 世紀半ば

6 下野国府 栃木県栃木市田村町 8世紀前半 11 世紀

7 陸奥国府 宮城県多賀城市市川 724 年 11 世紀

8
山

陰

道

因幡国府 鳥取県鳥取市国府町中郷 8世紀前半 11 世紀

9 伯耆国府 鳥取県倉吉市国府 8世紀後半 10 世紀

10 出雲国府
島根県松江市竹矢町・大草町・

山代町
8世紀前半 10 世紀

11 西

海

道

肥前国府 佐賀県佐賀市大和町大字久池井 8世紀前半 11 世紀後半

12 日向国府 宮崎県西都市三宅国分 8世紀後半 10 世紀前半

表 -1　対象国府一覧

国府名 書籍名 発行者 発行年

伊勢国府 伊勢国府跡 15 鈴鹿市考古博物館 2013

三河国府
三河国府跡確認調査報告書 豊川市教育委員会 2003

豊川市内遺跡発掘調査報告書概報Ⅸ 豊川市教育委員会 2006

常陸国府 常陸国衙跡 石岡市教育委員会 2009

近江国府 近江国府発掘調査報告書 大津教育委員会 2011

美濃国府 美濃国府跡発掘調査報告書 .３ 垂井町教育委員会 2005

下野国府
下野国府跡Ⅲ 栃木県教育委員会 1981

下野国府跡Ⅸ 栃木県教育委員会 1990

陸奥国府 多賀城跡 宮城県教育委員会 2010

因幡国府
因幡国府跡遺跡発掘調査報告書 国府町教育委員会 1987

史跡因幡国庁跡 国府町教育委員会 1986

伯耆国府 史跡伯耆国府跡国庁跡発掘調査報告書 倉吉市教育委員会 2012

出雲国府
史跡出雲国府跡発掘調査報告書 島根県教育委員会 1988

史跡出雲国府跡 島根県教育委員会 2013

肥前国府 肥前国庁跡 大和町教育委員会 2000

日向国府
日向国府跡 西都市教育委員会 2012

日向国府跡 西都市教育委員会 2013

表 -2　対象国府の発掘調査報告書一覧



野国府が2.9㎞とやや離れているものの，その多くが国

府に隣接するような位置に設けられており，上述した配

置経緯によく叶う結果となった．なお総社が不詳である

伊勢，近江，因幡，肥前の4つの国府に注目すると，伊

勢国府を除けば国庁と一宮の距離が１㎞前後と近いとい

う特徴がみられた．

国分僧寺，国分尼寺の位置関係をみてみると，陸奥国

府と伊勢国府を除き，3㎞以内に存在する結果になった．

また国庁と国分寺間よりも，国分僧寺と国分尼寺間の方

が近いという特徴がみられた．

また交通関連施設として挙げた駅路は，都と地方を結

ぶ道であり，特に重要な道は七道駅路と呼ばれ，山陽道，

東海道，東山道，西海道，南海道，北陸道，山陰道から

なるとされる6)．その成立時期は7世紀後半以降とされて

おり，道幅は10m前後である．駅路の位置を把握するため，

「地図でみる東日本・律令制下の陸海交通・条里・史跡7)」

と「地図でみる西日本・律令制下の陸海交通・条里・史跡8)」

図 -2　平地タイプ 出雲国府
（1/25000 地形図（国土地理院）に筆者加筆）

図 -1　台地タイプ 常陸国府
（1/25000 地形図（国土地理院）に筆者加筆）

表 -3　対象国府の基礎データ

国府名 等級 方位

大きさ

（縦×横）

関連寺院 交通関係
立地地形

タイプ

一宮 総社 国分寺 駅路 河川

神社名 距離 神社名 距離 国分僧寺 国分尼寺 七道 距離 河川名 距離

伊勢国府 大国 N1° W 110m × 80m 椿大神社 9.8km 不詳 ー 6.7 ㎞ 推定

東
海
道

0.6 ㎞ 安楽川 0.8km 台地

三河国府 上国 N0° 50′ E ー× 70m 砥鹿神社 8.0km 総社 0.1 ㎞ 0.8 ㎞ 1.1 ㎞ 0.6 ㎞ 音羽川 1.3km 台地

常陸国府 大国 N0° E 99.4m × 98.5m 鹿島神宮 40.7km 常陸國總社宮 0.2 ㎞ 0.8 ㎞ 1.3 ㎞ 0.5 ㎞ 恋瀬川 1.1km 台地

近江国府 大国 N3° E 109m × 72m 建部神社 0.6km 不詳 ー 0.8 ㎞ 不詳

東
山
道

0.2 ㎞ 瀬田川 1.2 ㎞ 台地

美濃国府 上国 N2° E 75m × 70m 南宮大社 1.9km 南宮御旅神社 0.1 ㎞ 2.6 ㎞ 1.6 ㎞ 0.6 ㎞ 相川 0.4 ㎞ 平地

下野国府 上国 N1° 40′ E 90m × 90m 二荒山神社 45.6km 大神神社 2.9 ㎞ 2.0 ㎞ 2.6 ㎞ 0.3 ㎞ 思川 1.0 ㎞ 平地

陸奥国府 大国 N1° 04′ E 116m × 103m 鹽竈神社 2.7km 陸奥総社宮 0.7 ㎞ 9.7 ㎞ 9.2 ㎞ 0.1 ㎞ 砂押川 1.1 ㎞ 台地

因幡国府 上国 N8° E 110m × 60m 宇倍神社 0.7km 不詳 ー 0.7 ㎞ 不詳

山
陰
道

0.3 ㎞ 袋川 0.4 ㎞ 平地

伯耆国府 上国 N1° E 110m × 90m 倭文神社 12.5km 国庁裏神社 0.1 ㎞ 0.4 ㎞ 不詳 0.6 ㎞ 国府川 0.9 ㎞ 台地

出雲国府 上国 N1° E 100m × 70m 熊野大社 6.6km 六所神社 0.1 ㎞ 1.3 ㎞ 1.7 ㎞ 0.3 ㎞ 意宇川 0.2 ㎞ 平地

肥前国府 上国 N6° 50′ W 104m × 83m 與止日女神社 1.2km 不詳 ー 1.3 ㎞ 1.0 ㎞ 西
海
道

0.7 ㎞ 嘉瀬川 0.2 ㎞ 平地

日向国府 中国 N0° E 80m × 75m 都農神社 22.3km 都萬神社 0.4 ㎞ 1.4 ㎞ 0.8 ㎞ ー 一ツ瀬川 1.7 ㎞ 台地

を参考に，国庁と七道道路の距離を算出した．また河川

については一定以上の川幅を持つものを対象にし，入手

できる最も古い地図を用いて国庁からの距離を算出した．

表-3をみると駅路との距離は全ての国府で1㎞以内と

いう結果になった．また河川との距離は，すべての国府

が2㎞以内にあり，かつその半数以上が1㎞以内という

結果になった．藤岡が指摘するように国府は交通の利便

性の高い場所に造られていることを確認できた．

(3) 国庁の地形タイプ

二万五千分の一地形図に国庁の位置をプロットしてみ

ると，図-1の常陸国府のように台地に立地するものと，

図-2の出雲国府のように平地に立地するものの2つのタ

イプがあることに気づく．そこで12の国府を台地タイプ（7

事例）と平地タイプ（5事例）に分類し，次章以降で地形

タイプごとに詳細な検討をおこなう．

N

600m300m0m
 S=1:40,000

東海道

凡例     
　　　国庁
　　　総社
　　　国分僧寺
　　　国分尼寺
　　　駅路
　　　駅路（推定）
　　　崖線　　　崖線

N

900m450m0m
 S=1:60,000

  凡例     
　　　国庁
　　　総社
　　　国分僧寺
　　　国分尼寺
　　　駅路
　　　山裾
　　
　　　

　　　山裾　　　山裾

茶臼山

山陰道



台地に分割されている場所に，国庁が位置しているとい

う特徴がみられる．そこで台地の大きさを把握するため

に，台地の崖線とそれらを結んだ線によって得られる面

積を正方形換算しグラフ化したものが図-4である．これ

をみると，7事例のうち6事例が350m～500mであり，そ

のうちの4事例が450m～500mという結果になった．この

大きさは，人の歩行速度が毎分80mであることを考える

とおおむね5分程度で歩ける範囲の領域に相当し，地形

によってこうした大きさの領域が設定できる台地が選ば

れている可能性がある．

c) 台地における国庁の位置

台地の形状を整理したのが表-4である．これをみると，

7事例のうち6事例で南側に凸形状の台地になっており，

すべての事例で南側に高低差を有している．これはおそ

らく国庁が南面することに関係していると考えられ，南

側に段差がある台地が選ばれている可能性がある．

d) 国庁からの眺望

対象とした7事例において国庁からの眺望に注目して

みると，図-3のように国庁の位置は周囲の平地部への見

通しが開ける場所に立地している傾向がみられる．なか

でも駅路に対する見通しが大切にされているように感じ

られた．今回は傾向を指摘するに留まるが，国庁からの

眺望はその立地選定に大きく関係していると思われるこ

とから，今後，定量的な分析をおこなう．

(3) まとめ

　以上の結果をまとめると，台地上に国庁を設けるにあ

たっては，①平地部から視認できかつ昇り降りに大きな

支障のない高さと，②南側に高低差を有する台地のなか

で，③周囲の地形により450〜500m程度の領域を設定でき，

かつ④駅路を中心とする周辺への見通しに優れた場所を

選んでいたのではないかと考えられる．

こうした地形が選ばれていた理由として，高さと地形

による領域により防御を確保しつつ，周囲への見通しに

より緊急時への警戒と平地部に対する視線による支配と

いう意図があったのではないかと考えられる．

3.　台地タイプにおける立地地形の特徴

　　

(1) 分析の視点

台地タイプの立地地形の特徴を把握するために，該当

する7事例について，①台地の高さ，②台地の平面形状

とその大きさ，③台地における国庁の位置，④国庁から

の眺望について注目して分析をおこなった．

（2）台地タイプにおける地形の特徴

a）台地の高さ

台地の高さを把握するために，地形勾配が急激に変化

する部分の高低差を算出した．算出にあたっては，国土

地理院が公開している基盤地図情報の5mメッシュ標高

データを用い地形３D作成ソフト「カシミール３D９)」に

より断面図を作成し１m単位で高低差を算出した（表-4）．

表をみると，三河国府と日向国府は6mとやや低いもの

の、それ以外の5事例では10mから20mの高低差であり，

そのうちの3事例が15m程度になっている．この高さは，

3階から6階程度の建物高さに相当することから，平地部

から視認できる高さで，平地部との昇り降りが著しく困

難ではない高さの台地が選ばれている可能性がある．

b) 台地の平面形状と大きさ

台地タイプのなかには平面規模の小さい台地に立地す

るものもあれば，比較的大きな台地に立地するものも存

在する．ただ図-3のように平面規模が大きいものであっ

ても，良く見ると，台地に食い込んだ谷によって小さな

図 -4　面積の算出方法と領域の大きさ（正方形面積換算）

図 -3　台地タイプ 伊勢国府
（1/25000 地形図（国土地理院）に筆者加筆）
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表 -4　台地タイプにおける台地の高さとその形状

国府名 台地の高さ 台地形状

伊勢国 16 ｍ 南側に凸

三河国 6ｍ 南側に凸

常陸国 14 ｍ 南側に凸

近江国 10 ｍ 南側に凸

陸奥国 19 ｍ 南側に凸

伯耆国 15 ｍ 東側に凸

日向国 6ｍ 南側に凸



4.　平地タイプにおける立地地形の特徴

(1) 分析の視点

平地タイプの特徴を把握するために，該当する5事例

について，①地形による囲まれ具合，②周辺の地形勾配，

③国庁からの眺望，④特定の山に対する眺めに注目して

分析をおこなった．

(2) 平地タイプの地形の特徴

a）地形による囲まれ具合

地形による囲まれ具合として山に注目してみると，出

雲国府（図-2）や因幡国府（図-5）では山に囲まれた盆

地に立地しているが，下野国府（図-6）や肥前国府では

むしろ周辺が開けた場所に立地しており，地形による囲

みが志向されるとはいえない結果となった．

ただ出雲国府と因幡国府では，山に囲まれる大きさが

似ていることから，地形勾配が急激に変化する山裾を線

で結ぶことで得られる面積を正方形面積に換算したとこ

ろ，両者ともに2km四方程度の大きさであった（表-5）．

b）地形面の傾き

平地のなかでもどのような地形に位置しているのかを

把握するために，国府の立地する地形面の傾きについて，

方向と勾配を把握した（表-5）．その結果，山による囲み

が存在しない美濃国府，下野国府，肥前国府ではいずれも，

地形面が北に向かって上り勾配の傾きになっている特徴

がみられた．とくに美濃国府と肥前国府では，その勾配

が1.5～2％であり，短い距離では体感するのが難しい勾

配であるが，地形面の傾きとしては十分に体感可能だと

考えられる．

国府名
地形による囲み 地形面の傾き

備考
有・無 大きさ 方向 勾配

出雲国府 有 2300m×2300m 東から西に上る 1％ 神名樋野　茶臼山

因幡国府 有 2200m×2200m 西から東に上る 1.1％ 因幡三山

美濃国府 無 ー 南から北に上る 1.8％ 不破関

下野国府 無 ー 南から北に上る 0.6％ 一宮　男体山

肥前国府 無 ー 南から北に上る 1.6％ 一宮　巨石

c）国庁からの眺望　

平地タイプのうち周辺が開けた場所に立地する国府で

は当然であるが，図-6のように山に囲まれている国府で

も比較的見通しが良い場所に国庁が立地する傾向がみら

れる．なかでも台地タイプと同じように駅路が重要視さ

れているように感じられた．まだ定量的な分析には至っ

図 -5　盆地 因幡国府
（1/25000 地形図（国土地理院）に筆者加筆）

図 -6　平野 下野国府
（1/25000 地形図（国土地理院）に筆者加筆）
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図 -7　美濃国府と不破関と駅路との眺望の関係

表 -5　平地タイプの大きさと地形面の傾き
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ていないが，ひとつの例として美濃国府を報告する．

美濃国府が当時の三関のひとつである不破関を管轄す

る国府であることに注目し，西側に位置する不破関と，

東山道が東側で北に大きく折れ曲がる場所から，美濃国

府周辺における可視範囲を算出した（図-7）．その結果，

両者をともに視認できる範囲は，国庁の南北軸でみれば

600m程度の幅に限られることがわかった．重要な場所へ

の見通しが立地選定に関わっている可能性があることか

ら，今後，他の事例についても分析をおこなう． 

d）特定の山の眺め

2章で国府に関係が深い山についても整理したが，こ

こではそのうちの因幡国府と下野国府における特定の山

への眺めを報告する．まず因幡国府は，発掘調査報告書

により国庁と南門ともに傾きがあり，南門ではＮ3°Ｅだ

とされている．そこで，南門を視点にとり，カシミール

３Dにより地形CGを作成した（図-8）．これをみると南

門の東西方向に面影山，甑山を眺めることができるだけ

ではなく，面影山の山頂が南門の傾き方向と一致し，甑

山は明確な山頂を持たないものの最も高く見えるあたり

がやはり南門の傾きと一致している．なお，この二つの

山と今木山は因幡三山と呼ばれており，その起源は諸説

あるものの奈良時代に大和三山になぞらえたものだとも

言われている．

こうした山の眺めに関しては，その眺めの意味も含め

て精査が必要であるが，平地タイプの特徴を探るために

継続して分析したい．

(3) まとめ

以上の結果をまとめると，平地に国庁を設けるにあたっ

ては，①山に囲まれたそれほど大きくない広さの盆地，

あるいは②北に向かって高くなる地形勾配をもつ開けた

場所のいずれかで，かつ③駅路を中心とする周辺への見

通しに優れた場所を選んでいたのではないかと考えられ

る． 

平地タイプでは台地タイプほど明確な特徴が得られな

かったが，適度な大きさで山に囲まれつつも見通しを確

保していることや，国庁正面に向かって上り勾配の地形

を選ぶ傾向にあることから，台地タイプと同様に，防御

や緊急時への警戒，視線による支配という意図があった

のではないかと考えられる．

5.　結論

本研究の成果は以下のとおりである．

・対象とした12の国府に関わる基礎データとして，国庁

の大きさと向きを把握することともに，関連施設であ

る一宮や総社，国分寺，また駅路と河川と，国庁との

距離を把握し，それぞれの位置関係の特徴を指摘した．

・対象国府を大きく台地タイプと平地タイプのふたつに

分類し，それぞれの地形タイプごとに地形の特徴を把

握した．その結果，台地タイプでは，①平地部から視

認できかつ昇り降りに大きな支障のない高さ，②国庁

正面側に高低差を有すること，③周囲の地形により450

〜500m程度の領域を設定できること，④駅路を中心と

する周辺への見通しに優れることの4つの特徴がみら

れることを指摘した．また平地タイプでは， ①山に囲

まれたそれほど大きくない広さの盆地，あるいは②国

庁正面に向かって高くなる地形勾配をもつ開けた場所

のいずれかで，③駅路を中心とする周辺への見通しに

優れることという特徴がみられることを指摘した．な

お，いずれのタイプでも駅路を中心とする周辺への見

通しに優れた場所が選ばれていることを指摘した．

・上記の結果を踏まえ，国府の立地選定における地形の

意味として，防御・警戒・視線による支配が重要な観

点であることを示唆した．

なお，今回の研究では，国府立地にあたり台地と平地

の選定理由まではわからなかった．ここには当時の国司

と郡司の関係や，国府と郡家の距離関係が関係している

と考えられ，今後の課題としたい．
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図 -8　因幡国庁門の東西方向の眺望　
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